




























   

















体写真カメラとともに、１本の marine telescope と呼ばれる船舶に供えられていた望遠鏡
があった。対物部と接眼部は真鍮製であるが、筒は木製で海面に落としても浮かぶという
代物。接眼レンズの前に中継レンズがはいっていて、正立像が見える地上用望遠鏡である。


















ツァイス・イエナ製の 6×30 双眼鏡の空箱        本体不明の双眼鏡ケース 
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 このカメラの本体は杉板製で W165mm×H165mm×D245mm、重量 1380g（本体 450g、
レンズ 930g）である。乾板ホルダーの装填部も真鍮板を用いた自作品。レンズ口径 60mm、
焦点距離は 250mm くらいのいわゆるバレルレンズである。口径比４とかなり明るく、絞り
は無い。鏡筒左側面には“Papid Portrait / Clement & Gilmer / Paris”と筆記体で銘が刻
まれ、右側面に“A M K / Sole Agent”とある。Clement & Gilmer は 19 世紀の終わりこ
ろから 20 世紀の初めにかけて、映写機や幻燈機を製作販売した会社である。手元にある大
阪心斎橋筋にあった上田写真機店の 1907 年カタログによればこの蓮図は 22 円とある。レ
ンズは 2 群 4 枚構成で、前玉は凸レンズと凹レンズの張り合わせ、後玉は薄い凸レンズと
メニスカス凹レンズの組合わせになっている。焦点合わせはノブを回してラック・ピニオ










H118mm×D115mm、重量は 900g。繰り出し量は 50mm ある。現状ではレンズ取り付け
フランジには筒だけが取り付けられており、レンズは無い。用いる乾板ホルダーはコダッ









D255mm で、重量 730g、乾板サイズはおよそ 105mm×80mm。レンズ取り付けフランジ
の内径は 33.5mm あり、焦点距離は奥行きから推定して 250mm、口径の小さな暗い F/8
程度のレンズしか取り付けられない。 
 
WATSON & SONS 製木製カメラ 
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 本体に埋め込まれた象牙銘板に“W. WATSON & SONS LTD / MANUFACTURERS / 




 最後にもう一品、おそらく天体撮影カメラに使用されたと思われるバレルレンズが 1 本




ので変形し、レンズを取り外すことができず、汚れを除去できない。Clement & Gilmer の
レンズと同じ２群４枚玉構成である。口径は 62mm、焦点距離は不明、重量 1230g である。 
（2012 年 10 月 冨田記） 
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玉ゾナーを開発した。収納時サイズは H82mm×W114mm×D99mm、重量 1120g である。 
  





ラを入手されたのは、欧米留学されていた 1924 年から 25 年のころと考えられる。1925 年


















32mm、重量 550g である。 
   






ドイツ製の弁当箱のような形をしたカメラである。レンズは Wekar-Anastigmat 1:6.3 
f=10.5cm がついている。蓋を開けてたおし、レールにレンズホルダーをかみ合わせて引き
出す。上からのぞくタイプの小さなファインダー、またはフレームを伸展して視野を確認
できる。サイズは 80mm×123mm×39mm、重量は 470g である。 
 
箱型カメラ２ 
 ドイツ製のカメラで、レンズはローデンシュトックの Trio-Anastigmat 1:4.5 13cm がつ
いている。サイズは 86mm×118mm×45mm、重量 460g である。 
 
レチナ 
 パトローネにはいった 35mm フィルムを使う世界初の小型カメラである。1936－1937
年、ドイツ・コダック社製造。レンズはエクター1:3.5 f=5cm がついている。サイズは 80mm
×123mm×39mm、重量は 470g である。 
  
レチナ（ドイツ・コダック製）          コニレット（小西六製） 
 
コニレット 












ルツのドグマー21cm、F4.5 がついている。銘は”C.P. GOERZ BERLIN DOGMAR 1:4,5 
F=21cm. 474901 D.R.P.”と刻まれている。カメラ本体には銘がないので、メーカー不明で
ある。本体のサイズは展開時 23cm×23cm×20cm、収納時 23cm×20cm×5cm、重量 1.5kg
（レンズ無）である。レンズを取り付けたまま折りたたむことができる。レンズの重量は
350g ある。折りたたんだ本体の厚味は薄い。 
    












ペルー皆既日食撮影に使われた 35 ミリ映像カメラ 
 























‘Opt.-Werke Rudersdorf-Berlin No.6627, “Ruo” Kino 1:3.5 F=4cm’である。 
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 35 ミリ映像カメラ       標準レンズ        メカにフィルムを通したところ 














らは元々、第 2観測室 1階（土蔵）の階段下にあったガラス戸棚に保管されていた。 
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上は長焦点レンズの鏡筒、左下は対物プリズム付き鏡筒、右下はフードである。 
 長焦点レンズの先端にはオレンジフィルターがかぶせてある。口径は 31 ミリで、筒の長
さが約 700 ミリであるから口径比は 22 である。フィルムの感度が低い時代であったので、
このままで撮影されたのだろう。この鏡筒は外径 38 ミリで、携帯に便利なようにねじ込み
式で 420 ミリ、102 ミリ、178 ミリに 3分割できる。 
 対物プリズムは幅 60 ミリ、高さ 60 ミリ、厚さ 33 ミリで頂角 30 度である。BK７とする
と分散を示すアッベ数 20.64d である。対物レンズは口径 45 ミリ、”G. Rodenstock 
Munchen Doppel Anastigmat Eurynar”と銘が刻印されている。鏡筒の長さは 240 ミリ。 



















 山本先生とラジオの縁は深い。そもそもの始まりは 1922 年から 1925 年にかけての欧米
留学中、ハーバード大学天文台に滞在されていた 1924 年に、ラジオ製作に夢中になられた
ことにある。 






後 8 時頃、受話器を耳にあて、蓄電板をまわして、始めてメドフォードの WGI から音楽を
























（1922 年 1 月創刊）、『無線の実験』（1925 年 5 月）などなど。1930 年代になるとより大















新城先生放送中               山本・宮本両先生の収録光景 
 山本天文台には真空管式受信機が 2 台とアンプらしきものが 1 台あった。そのうちの 1
台は松下電器の大きく立派な木製ラジオである。第２観測室１階に、蓄音器（ビクター）
などと一緒に置かれていた。 
 シャーシ背面のプレートには「100V 224-B4 4 球 TYPE R-48 / 抵抗増幅式 / ナショナ
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ル受信器 / 松下電器製作所 No 1059」と銘うたれている。サイズは W304mm×H434mm
×D240mm である。重量は 9Kg ある。 
  
        ナショナル受信器          内部のシャーシ背面 
 用いられている真空管はいずれも ST 管で、背面右からマツダ KX-12F、メーカー不詳の













自作の五球受信機             第二観測室の大時計の左横の棚に 
のせて置かれている受信機（矢印） 
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 真空管は ST 管で手前右から、メーカー不詳 6W-C5、マツダ UZ-6D6、NEC 6Z-DH3A、
TVC 6Z-P1、ナショナル KX-80BK である。今後、部品と結線を調べて受信機の機能を特
定したい。 
 もうひとつの自作回路は受信機ではなくアンプのように見える。150×70×120mm で、
重量は 400g である。 
  
自作アンプ                『ラヂオ聴取の栞』表紙 
 用いられている真空管は小型の GT 管で、右からメーカー不詳型番不詳、マツダ 6SN7-GT、





 山本天文台にはほかに、第 2 観測室 1 階にアマチュア無線家が使う本格的な９球４バン






った。サイズは W140mm×H84mm×D34mm、重量は電池こみで 400g、受信周波数は 540
～1600ｋHz である。ちなみに資料室にあった松下電器のラジオパンフレットによると当時
の電池こみの価格は 4,660 円であった。 
 第４研究室にはさらに昭和 6 年に日本放送協会関西支部から出版された『ラヂオ聴取の
栞』もある。受信機の説明から、許可料、聴取料などについて詳しく紹介している。ちな
みに許可料は 1 円、聴取料も月額 1 円であった。ラヂオ体操推奨の絵入りチラシもはさみ
込まれている。放送時間は午前 6 時から音楽、講演、講座、気象通報、料理献立、ニュー
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て桁数を殖やした独特の構造で、有名なものである。格納長は 162mm、径 28mm である。 
   
４桁円筒計算尺（ロンドン Carbic 社製） 
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 写真３の地球儀は径 26cm のごく普通のタイプである。球の下方に「米国 文学士・教育
学士 大高啓三郎鑑修」と記されているがメーカー銘はない。その表面に紙帯でぐるっと








 写真４a は 1926 年に英国リバプールの George Philip & Son 社から発売された“Popular 




   
      写真４a．力学模型キットの外箱     写真４b．太陽、地球、月の運動を示す模型  
   
   写真４c．説明書    写真４d．箱に格納された状態    写真４e．回転円筒の力学実験 















 ほかに直径 10cm くらいの白球と支柱・台座と切り貼り用の絵を組み合わせた教材用の地
球儀、天球儀が数台第二観測室１階の映像関係機材棚に残されていた。これについては天
文教材の記事で稿を改めて紹介する。 








      巨嘴鳥（サイチョウ）の剥製標本。左は第３研究室の机上に置かれていたもの、右 


































第２観測室南西隅に設置された Brandt 製重錘式大時計   修復作業中の大時計外枠 
足元に望遠鏡の部品が納められたガラス戸戸棚があった。 
 ついで支点部が折れてしまった振り子の支持棒の修理をおこなった。これは幅 1cm 長さ
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る。中には昭和 17 年日付の手紙２通と青焼き図面２葉、『五十万分一興地図 徳島』（大正






   
      光田園長からの来簡１、来簡２            愛生園天文台設計案（正面図） 
 昭和 17 年 7 月 22 日付けの長島愛生園園長の光田健輔氏から山本先生への手紙が最初で
ある（来簡１）。和文タイプ打ちの公式手紙である。前年の先生の園訪問と望遠鏡斡旋のお
礼、その後一基入手したが園の技手交代により設置が遅れたことを報告している。ついで 7













   
光田園長から山本先生への手紙の封筒（来簡 3）    愛生園天文台設計図面（改良版） 








を読まれた先生は早速天文学の自著を数冊愛生園に贈られたらしい。宮川氏から 9 月 28 日
付けで先生から著書をいただいたお礼と、天文台工事の進捗状況を知らせる手紙が届いて
いる（来簡６）。10 月 5 日付けの依田氏からの手紙（来簡７）には、天文台の基礎工事がは
じまっており 9 月 24 日に全入園者のボランティアにより海岸から割り石を運搬したこと、
10 月 8 日には砂利を運搬する予定が述べられ、近日中の山本先生の来園をおまちしていま
すとある。 
  
天文台設計図正面図               側面図 
63
 これら一連の手紙を読むと、先生の愛生園への慰問は昭和 16 年のいつか、その後望遠鏡
が納入されて、昭和 17 年の 10 月中には天文台が完成したものと推測されるのである。し




基礎工事から完成まで 7 年間の歳月が経ってしまったのであろう。 
 



























































































































































































































































































































































私は早速宮川先生のおす めに従って、斯く直接先生に御手紙して、何分の御配慮をお願ひ る気 なりました。
 




しかし光ヶ丘鐘楼 南側に天文台敷地も出来 近日基礎工事にかかる由伺っているので、私共が観得るのも近いことだ 楽 みにして待っています。
 




斯界の第一人者である先生におすがりして、今後同好の士を募り、この方面 趣味 開拓して園内 一般者にも自然科学に対す興味と関心を昂め、少しでもうるほひのある生活が出来ますれば
望外の幸せと存じています。斯かる事は、国を賭しての今日の戦の下で、どうかと思われますが、私共にとっては、無為徒食に堕することなく、何 為すことが、せめてものみ国への御奉公と信じま 。
 










































































































































































































園長先生は学会（草津に於け ）も終了 で 両三日中には御帰園になる事と存じます。
 
天文室 先日来基礎工 着手 て ります。去る二十四日に全入園者の奉仕にて海岸より割石運搬を行ひ、来八日には、砂利運びを行ふ予定です。
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昭和 3 年 8 月 27 日大火球目撃記録 
 
 山本天文台第 3 研究室資料の中にほぼ同時期に着信した手紙類が多数束になって保存さ
れていた。これは昭和 3 年 8 月 27 日夕刻に茨城県に落下した隕石による大火球の目撃報告
を先生が東京日日新聞などを通じて 9 月 11 日に全国に呼びかけられたことに応じて、送ら
れてきたものであった。 
   
 大火球の出現を伝える東京日日新聞（昭和 3 年 8 月 29 日夕刊）と、隕石落下であったことを報じる朝日
新聞（昭和 3 年 8 月 30 日茨城版） 
 
























































    敬具 
   京都市下京区三条通御幸町角 













          各県ごとに並べた手紙とはがき         東京代々木公園での観察 
スケッチ 
 















 教授 山本一清殿 
    北満州大黒河    宮崎雅志 印 





















   
図１．昭和 4年（1929）4 月 8 日午前 9時から 10 時 20 分ころまで北満州黒竜江岸大黒河で見られた天象。 















日本標準時を使っていたと仮定して経度差は約 8°であるから時差 30 分である。これを考










図２．4月 8日のスケッチと全周天         図３．ヘベリウスの「七つの太陽」図 
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    在北満州大黒河   宮崎雅志 印 









先ハ御通知迄如斯候                頓首 
 
 

















図５．昭和 4 年 4月 10 日午前 10 時 20 分ころに同所で見られた天象。 

























































     
図１．日本天文学会編『恒星解説』  図２．さまざまな装丁の『星座の親しみ』。左上が天文同好会出 
三省堂、1908 年           版、その右２つは警醒社書店版である。手前３冊は左から恒 
                   星社厚生閣版の 1946 年、1951 年、1970 年版である。 
 
版   発売年月日   出版社    サイズ   ページ数   巻末星図 価格  体裁 
初版 1920 年 6 月 30 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
 1920 年 6 月 30 日 同好会出版  88×125mm 60 ページ  無   30 銭 ペーパーバック 
再版 1921 年 5 月 30 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
３版 1921 年 6 月 10 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
４版 1921 年 6 月 20 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
５版 1921 年 6 月 30 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
６版 1921 年 7 月 10 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
７版 1921 年 7 月 15 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
８版 1921 年 7 月 20 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
９版 1921 年 7 月 30 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
10 版 1921 年 8 月 10 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
11 版 1921 年 8 月 20 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
12 版 1921 年 8 月 25 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ  有   1 円 ハードカバー 
13 版 1921 年 9 月 1 日 警醒社書店 130×190mm 94 ページ   有   1 円 ハードカバー 
 ・ 
 ・ 
   1931 年      恒星社                 有      ハードカバー 
   1939 年 6 月 18 日 恒星社    135×190mm 108 ページ 有  1 円 20 銭 ハードカバー 
重版 1942 年 2 月 20 日 恒星社    135×190mm 108 ページ 有  1 円 20 銭 ハードカバー 
4 訂版 1946 年 8 月 5 日  恒星社厚生閣 125×182mm       無   3 円 ペーパーバック 
新装版 1951 年 2 月 28 日 恒星社厚生閣 155×215mm       有  150 円 ハードカバー 
新版 1970 年 3 月 25 日 恒星社厚生閣 152×216mm 81 ページ  無  500 円 箱入ハードカバー 
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日 1957 年 1 月 2 日、備考欄に「ラジオ夕刊 今年の福題その二」とある。 
  
録音テープと宮本正太郎先生の添え手紙    マイクを囲む山本、宮本両先生と女子アナウンサー 
 







送はソ連による人類初の人工衛星スプートニクが打ち上げられる 10 ヶ月前の 1957 年正月
の番組である。米国が人工衛星を打ち上げる計画が盛んに報道されていた頃、花山天文台
ではそれにそなえて 60cm シュミットカメラを開発した。球面鏡、補正版は木辺師が研磨し
た。このカメラは２、３年前に天文台の倉庫から発掘された。スプートニクは 1957 年 10





        ソ連のスプートニク 1 号      人工衛星観測用に開発された花山 
（ウィキペディアより）      天文台のシュミットカメラ（1957） 
 
 1957 年から 1958 年にかけて世の中は人工衛星の話題に沸いた。こうした山本・宮本対
談の番組も含めていくつものラジオ放送番組があったのだろう。残された山本先生の肉声
のはいったこのテープをいつか再生してみたいものだと思っている。 





6 月 28 日～30 日、7 月 4 日 山本天文台資料搬出、資料室搬入 
7 月 20 日   大阪教育大柳沢氏見学 
7 月 28 日   午前見学会、午後第 2 回報告会（映像ステーション） 
10 月 6 日   午後、同志社大宮島氏、人文研武田氏、京産大中道氏、関西大前原氏見学 
10 月 18 日   木製書棚 15 個搬入 204 号室 
12 月 13 日   午前、附属図書館上山氏、理学部中央図書由本氏見学 
        午後、東亜天文学会大西、武田両氏来室打ち合わせ 
12 月 14 日   午前、スチールロッカー等 6 個搬入 
12 月 22 日   午後、大阪市立科学館嘉数氏来室 
12 月 23 日   午後、東亜天文学会佐竹、豆田両氏来室打ち合わせ 
 
2012 年 
1 月 9 日    午後、長浜城歴史博物館、長浜市役所、国友鉄砲研究会（15 名）による 
資料室見学会 
1 月 18 日    第 2 回報告会集録完成、発送 
1 月 23 日    午前、キャビネット 2 個搬入 
2 月 8 日    パイプ椅子 3 脚譲受 
2 月 11 日    東亜天文学会佐竹、豆田両氏来室調査 
2 月 29 日    午後、生協より木製本棚 30 個納入 
3 月 1 日    国立科学博物館西城氏見学 
3 月 8 日    東亜天文学会武田氏来室調査 
3 月 12 日    大阪市立科学館嘉数氏来室 
3 月 16 日    第 2 研究室資料開封作業開始 
4 月 9 日    スチール製２連書架、小卓、椅子譲受（高等教育センターより） 
4 月 12 日    武田氏来室調査 
4 月 13 日    東亜天文学会大西氏大時計修復打ち合わせのため来室 
4 月 19 日    武田氏来室調査 
4 月 24 日   「京大日食展」内覧会、山本章氏ご夫妻観覧 
4 月 25 日   「京大日食展」はじまる 
5 月 17 日    武田氏来室調査 
5 月 20 日   「京大日食展」おわる、資料返却 
5 月 31 日    NHK 大阪放送局谷口ディレクター来室 
6 月 12 日    ジャーナリスト玉重氏来室 
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6 月 13 日    NHK「歴史秘話ヒストリア」の撮影 
6 月 14 日    第 2 研究室作業終了 
6 月 19 日   『天文図』『天文成象』『天象列次分野之図』修復の打ち合わせ：理学中央 
図書室由本、井上両氏、研究資源アーカイブ五島、山下両氏 
6 月 22 日   「ミセス」編集部太田、玉重、内藤氏来室取材 
6 月 23 日    NHK 谷口氏、アルバムの写真等の複写 
6 月 26 日    宇宙図書掛の伊藤氏『天界』残部整理、武田氏来室調査 
6 月 27 日    朝日新聞社寺崎氏来室 
7 月 5 日    第 3 研究室作業終了 
7 月 9 日    武田氏来室調査 
7 月 26 日    星図掛け軸の修復見積もり、「大入」太田、宮木両氏、中央図書由本氏 
7 月 31 日    小川村の坂井氏来室見学 
8 月 2 日    第 3 回京大天文台アーカイブ報告会 京大映像ステーション、18 名参加 
8 月 24 日    木製本棚８個 205 号室に（五島先生の研究費） 
8 月 25 日    楽酔会講演会（1 階会議室）、午後 4 時半より資料室見学 20 名 
8 月 28 日    東京江戸博物館石山氏来室 『天文成象』『天象列次分野之図』貸出 
8 月 31 日    大阪市立科学館嘉数氏来室 『古今交食考』貸し出し 
10 月 4 日    午後、朝日新聞社寺崎氏来室取材 
10 月 11 日、12 日  経済学研究科より譲り受けスチール製書架搬入、組み立て 
10 月 25 日   第 4 研究室資料開封作業終了 
10 月 29 日   武田氏来室調査、第 1 観測室資料開封作業開始 
11 月 1 日    大阪市立科学館嘉数氏来室。『古今交食考』返却 
11 月 12 日   『古事記』3 巻を大和郡山市での「古事記 1300 年記念行事」への貸出 
11 月 14 日   第 1 観測室資料の開封作業終了 
11 月 15 日   午前、江戸東京博物館石山氏来室。『天文成象』『天象列次分野之図』返却 
11 月 17 日   京都市京都芸術センターワークショップ 20 名、資料室見学 
11 月 19 日   第２観測室１階資料開封開陳作業終了 
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